
絶
滅
の
お
そ
れ
の
あ
る
野
生
動
植
物
の
種
の
保
存
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
対
す
る
附
帯
決
議 

 

平
成
二
十
九
年
五
月
二
十
五
日 

参

議

院

環

境

委

員

会 

 

政
府
は
、
本
法
の
施
行
に
当
た
り
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
適
切
な
措
置
を
講
ず
べ
き
で
あ
る
。 

 

一
、
常
設
の
「
野
生
動
植
物
の
種
に
関
し
専
門
の
学
識
経
験
を
有
す
る
者
」
か
ら
な
る
科
学
委
員
会
の
委
員
に
つ
い
て
は
、
野
生
動
植
物
種
の
保
全
に
関
し

専
門
の
学
識
経
験
を
有
す
る
科
学
者
等
国
民
の
理
解
を
得
ら
れ
る
幅
広
い
人
選
を
行
い
、
自
由
闊
達
な
議
論
を
保
障
す
る
と
と
も
に
、
明
確
な
理
由
の
存

在
し
な
い
限
り
、
国
民
に
対
す
る
情
報
の
公
開
を
徹
底
す
る
こ
と
。
ま
た
、
科
学
委
員
会
は
、
環
境
大
臣
の
諮
問
を
待
た
ず
、
種
の
保
存
に
関
連
し
て
、

種
の
保
存
法
の
見
直
し
や
そ
の
他
関
係
法
令
の
見
直
し
を
含
め
、
積
極
的
に
意
見
具
申
を
行
う
こ
と
。 

 

二
、
生
息
地
等
保
護
区
の
指
定
や
保
護
増
殖
事
業
計
画
の
策
定
に
つ
い
て
も
、
現
場
で
実
際
に
保
全
に
取
り
組
む
団
体
等
か
ら
の
提
案
を
受
け
入
れ
る
制
度

の
法
定
化
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
国
民
か
ら
の
提
案
を
踏
ま
え
、
科
学
委
員
会
は
、
種
指
定
の
優
先
度
と
個
体
数
回
復
な
ど
の
目
標
、
必
要
な

保
護
増
殖
事
業
計
画
、
生
息
地
等
保
護
区
な
ど
を
適
切
に
具
申
す
る
こ
と
。 

 

三
、
二
次
的
自
然
に
分
布
す
る
絶
滅
危
惧
種
に
つ
い
て
は
、
自
然
へ
の
働
き
か
け
の
縮
小
に
よ
る
生
息
・
生
育
状
況
の
悪
化
が
主
な
減
少
要
因
と
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
特
定
第
二
種
国
内
希
少
野
生
動
植
物
種
の
指
定
と
同
時
に
、
保
護
増
殖
事
業
や
生
息
地
等
保
護
区
の
指
定
を
推
進
し
、
生
息
環
境
の
改
善

に
取
り
組
む
こ
と
。
ま
た
、
二
次
的
自
然
に
つ
い
て
は
、
厳
格
な
行
為
規
制
よ
り
も
人
の
管
理
を
継
続
す
る
こ
と
が
重
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、
農
林
水
産

業
や
市
民
活
動
を
奨
励
す
る
よ
う
な
生
息
地
等
保
護
区
の
指
定
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
。 

 

四
、
特
定
第
二
種
国
内
希
少
野
生
動
植
物
種
に
つ
い
て
は
、
販
売
・
頒
布
目
的
以
外
の
捕
獲
等
及
び
譲
渡
し
等
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
種
の
分
布
や
生

息
状
況
を
定
期
的
に
把
握
す
る
こ
と
。 

 

五
、
国
内
希
少
野
生
動
植
物
種
の
指
定
は
、
科
学
的
知
見
を
最
大
限
に
尊
重
し
て
実
施
す
る
こ
と
と
し
、
当
面
、
二
〇
三
〇
年
度
ま
で
に
七
百
種
を
指
定
す

る
こ
と
を
目
指
し
、
候
補
種
の
選
定
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
。 

 

六
、
「
絶
滅
の
お
そ
れ
の
あ
る
野
生
生
物
種
の
保
全
戦
略
」
を
種
の
保
存
法
第
六
条
の
「
希
少
野
生
動
植
物
種
保
存
基
本
方
針
」
や
生
物
多
様
性
基
本
法
第

十
一
条
の
「
生
物
多
様
性
国
家
戦
略
」
に
確
実
に
反
映
さ
せ
、
閣
議
決
定
す
る
こ
と
。 

 



七
、
海
洋
生
態
系
の
要
と
な
る
海
棲
哺
乳
類
を
含
め
た
海
洋
生
物
に
つ
い
て
は
、
科
学
的
見
地
に
立
っ
て
そ
の
希
少
性
評
価
の
透
明
性
を
高
め
、
そ
の
評
価

を
環
境
省
と
水
産
庁
で
連
携
し
て
種
の
保
存
法
の
趣
旨
に
沿
っ
て
適
切
に
行
う
こ
と
。
ま
た
、
国
内
希
少
野
生
動
植
物
種
の
指
定
に
当
た
っ
て
は
、
現
在

は
種
指
定
の
実
績
が
な
い
海
洋
生
物
に
つ
い
て
も
、
積
極
的
に
対
象
と
す
る
こ
と
。 

 

八
、
生
物
多
様
性
基
本
法
第
二
十
四
条
、
種
の
保
存
法
第
五
十
三
条
第
二
項
に
則
り
、
種
の
保
存
に
関
し
、
最
新
の
科
学
的
知
見
を
踏
ま
え
た
学
校
教
育
・

社
会
教
育
・
広
報
活
動
、
専
門
的
な
知
識
・
経
験
を
有
す
る
人
材
の
育
成
、
種
の
保
存
に
関
し
て
理
解
を
深
め
る
場
及
び
機
会
の
提
供
等
に
よ
り
、
種
の

保
存
に
関
す
る
国
民
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
。 

 

九
、
生
物
多
様
性
基
本
法
第
八
条
を
踏
ま
え
、
希
少
野
生
動
植
物
種
の
保
存
の
た
め
、
地
方
自
治
体
へ
の
支
援
を
含
め
、
財
政
上
、
税
制
上
そ
の
他
の
措
置

を
講
ず
る
こ
と
。 

 

十
、
ワ
シ
ン
ト
ン
条
約
附
属
書
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
種
に
つ
い
て
は
、
そ
の
保
全
に
国
際
的
協
力
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
見
直
し
を
検
討
す

る
こ
と
。
ま
た
、
違
法
取
引
が
原
産
国
で
の
過
度
な
捕
獲
や
採
取
を
助
長
す
る
と
の
認
識
に
立
ち
、
国
際
希
少
野
生
動
植
物
種
の
国
内
取
引
の
規
制
強
化

や
交
雑
種
の
取
扱
い
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
。 

 

十
一
、
ア
フ
リ
カ
ゾ
ウ
の
密
猟
を
防
ぐ
た
め
、
象
牙
の
国
内
市
場
の
閉
鎖
が
世
界
的
な
潮
流
と
な
る
中
、
国
内
市
場
を
存
続
さ
せ
て
い
る
我
が
国
に
お
い
て

は
、
違
法
取
引
が
疑
わ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
全
形
牙
の
登
録
の
在
り
方
の
検
討
を
含
め
、
象
牙
の
管
理
の
更
な
る
強
化
に
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
。 

 

十
二
、
輸
入
が
差
し
止
め
ら
れ
た
希
少
な
野
生
動
植
物
に
つ
い
て
は
、
本
来
の
生
息
地
で
の
保
全
が
最
も
望
ま
し
い
こ
と
か
ら
、
原
産
国
等
へ
返
す
た
め
の

方
策
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
。 

 

十
三
、
本
法
の
実
効
性
を
確
保
す
る
た
め
、
地
方
環
境
事
務
所
等
の
現
場
に
お
け
る
必
要
な
人
員
を
十
分
に
確
保
し
、
予
算
の
拡
充
を
図
る
と
と
も
に
、
地

方
自
治
体
を
始
め
と
す
る
多
様
な
主
体
と
の
更
な
る
連
携
の
強
化
を
図
る
こ
と
。 

 
 

十
四
、
動
植
物
園
等
が
行
う
希
少
野
生
動
植
物
種
の
生
息
域
外
保
全
等
に
係
る
取
組
に
つ
い
て
は
、
そ
の
役
割
の
重
要
性
に
鑑
み
、
財
政
措
置
を
含
む
効
果

的
な
支
援
策
を
検
討
す
る
こ
と
。 

   
 

右
決
議
す
る
。 


